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今
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
四
〇
度

に
達
す
る
高
温
が
到
来
し
、
気
象

変
動
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
公
共
事
業
は
、
明
治
維

新
以
降
、
百
年
間
の
気
象
条
件
を

踏
ま
え
、
治
山
治
水
計
画
が
立
案

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
最
近
は
、
そ
の
予
測
を
超

え
た
振
れ
幅
を
示
し
、
大
き
な
被

害
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
、
千
年
レ
ベ
ル
の
災
害
想
定

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

意
見
も
出
る
。

東
日
本
大
震
災
と
同
等
の
地

震
・
津
波
被
害
は
、
八
六
九
年
の

貞
観
地
震
・
津
波
と
重
な
る
。
福

島
原
発
事
故
前
に
、
東
京
電
力
社

内
で
対
応
力
を
こ
こ
ま
で
上
げ
る

か
ど
う
か
討
議
さ
れ
、
そ
こ
ま
で

は
不
要
と
さ
れ
た
ら
し
い
。

日
本
医
師
会
常
任
理
事
当
時
、

千
葉
県
の
地
層
標
準
に

世
界
は
関
連
し
て
事
象
が
展
開

野
山
に
た
っ
ぷ
り
水
が
入
る

と
、
緑
が
目
立
っ
て
深
く
な
る
。

当
た
り
前
の
日
本
の
初
夏
の
風
景

が
ど
れ
位
凄す

ご

い
こ
と
な
の
か
、
改

め
て
考
え
て
い
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア

や
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
は
砂
漠
化
が

進
行
、
枯
れ
た
川
は
戻
ら
ず
、
樹

木
も
立
ち
枯
れ
、
人
々
の
暮
ら
し

も
成
立
し
な
く
な
る
。

か
ら
っ
梅
雨
の
早
い
終
了
宣
言

で
夏
の
渇
水
が
危
惧
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
前
線
が
大
陸

か
ら
日
本
列
島
上
に
長
く
延
び
、

繰
り
返
し
線
状
降
水
帯
が
形
成
さ

れ
、
方
々
に
大
雨
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
日
本
だ
け
で
な
く
、

国
際
関
係
と
救
急
災
害
な
ど
を
担

当
し
た
。
二
〇
〇
六
年
、
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
東
京
で
主
催
、
米

国
の
演
者
か
ら
医
師
の
今
後
の
あ

り
方
、
東
大
地
震
研
究
所
か
ら
今

後
の
地
震
災
害
に
つ
い
て
、
日
本

医
大
山
本
保
博
教
授
に
二
〇
〇
四

年
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
で
の
医
療

協
力
実
践
な
ど
の
講
演
を
お
願
い

し
た
。

日
本
列
島
含
め
、
太
平
洋
の
周

辺
領
域
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ム

と
呼
ば
れ
、
地
球
上
で
も
地
震
多

発
地
帯
と
い
う
の
が
重
大
な
指
摘

だ
っ
た
。
大
陸
が
移
動
し
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
・
北
米
・
太
平
洋
、
そ
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
プ
レ
ー
ト
な
ど
が

ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
る
日
本
列

島
、
千
年
か
そ
れ
以
上
の
振
れ
幅

で
の
災
害
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

地
球
は
、
何
度
か
の
全
球
凍
結

な
ど
氷
河
時
代
と
温
暖
化
時
代
の

気
候
変
動
を
交
互
に
経
験
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。
最
近
、
千
葉
県

の
地
層
が
世
界
の
標
準
「
チ
バ
ニ

ア
ン
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
地
軸

の
大
逆
転
も
あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
、
東
日
本
大
震
災

に
見
舞
わ
れ
る
ま
で
、
良
好
な
気

候
や
自
然
条
件
が
た
ま
た
ま
続
く

安
定
し
た
時
代
だ
っ
た
と
地
球
史

全
体
で
は
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
。若

い
頃
、
日
本
に
旧
石
器
時
代

は
な
い
と
習
っ
た
が
、
今
で
は
遺

跡
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
縄
文
・
弥
生
・
古

墳
時
代
と
続
い
た
こ
と
を
、
古
事

記
や
日
本
書
紀
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
た
古

事
記
は
、
若
い
時
か
ら
愛
読
書
。

漢
文
調
の
日
本
書
紀
と
は
微
妙
に

違
い
な
が
ら
、
神
話
の
時
代
か
ら

王
朝
の
時
代
へ
の
移
行
期
が
綴つ

づ

ら

れ
て
い
る
。

最
近
は
、ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
な
ど
、

漢
字
伝
来
以
前
の
書
と
言
わ
れ
る

文
献
関
連
の
本
を
い
く
つ
か
読
ん

で
い
る
。
未い

ま

だ
、
歴
史
学
者
か
ら

認
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

古
代
文
字
・
五
七
調
の
ウ
タ
の
か

た
ち
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
な
ど
お
墓
を
発
掘
し
て
出

土
品
を
ア
レ
コ
レ
と
判
定
す
る
だ

け
で
は
、
古
代
人
の
心
の
動
き
に

ま
で
な
か
な
か
思
い
が
届
か
な

い
。各

地
の
神
社
に
物
的
な
確
証
も

寄 

稿
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千
年
以
上
の
振
れ
幅

余 話

知
見
の
原
典
、万
葉
集
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筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ル

出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
し
、
太
古

か
ら
ひ
と
す
じ
に
繋つ

な

が
っ
て
い

る
、
世
界
で
も
稀ま

れ

な
ク
ニ
と
し
て

の
日
本
に
、
こ
れ
か
ら
も
従
来
の

一
般
論
を
上
書
き
す
る
色い

ろ
い
ろ々

な
知

見
が
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
だ

ろ
う
。

古
今
和
歌
集
や
新
古
今
和
歌
集

で
は
、
読
み
手
の
真
情
よ
り
も
定

番
に
な
っ
た
故
事
や
作
品
を
引
用

す
る
、
本
歌
取
り
の
技
巧
を
前
面

に
出
し
て
い
る
。

原
典
と
な
る
の
が
万
葉
集
だ
。

精
神
安
定
作
用
が
気
持
ち
良
く
、

仕
事
の
合
間
に
解
説
つ
き
で
頭
か

ら
尻
尾
ま
で
二
回
読
ん
だ
。
民
衆

か
ら
読
み
人
知
ら
ず
、
そ
し
て
多

く
の
貴
人
に
交
じ
っ
て
天
皇
陛
下

の
御
製
ま
で
あ
る
。
今
後
の
展
開

を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
。

一
九
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
代
に

青
春
を
送
っ
た
団
塊
の
世
代
。
私

は
そ
の
尻
尾
の
世
代
と
い
う
位
置

付
け
だ
。
戦
後
の
ど
さ
く
さ
、
お

祭
り
に
は
手
足
を
失
く
し
た
傷

し
ょ
う

痍い

軍
人
が
街
角
に
立
ち
、
い
く
ば
く

か
の
お
金
を
頂
い
て
い
た
。
メ
ー

ン
の
通
り
を
曲
が
る
と
未
だ
舗
装

さ
れ
ず
、
雨
上
が
り
の
学
校
帰
り

に
は
水
溜た

ま
り
を
ケ
ン
ケ
ン
で
避

け
て
帰
っ
た
も
の
だ
。

一
九
六
一
年
に
国
民
皆
保
険
制

度
が
成
立
後
、
仕
事
に
励
む
モ
ー

レ
ツ
社
員
に
弾
み
が
つ
き
、
駄
菓

子
屋
の
五
十
銭
の
あ
め
玉
が
な
く

な
り
、
紙
芝
居
も
来
な
く
な
っ
て

高
度
成
長
期
を
迎
え
た
。

こ
の
頃
、
プ
レ
ス
リ
ー
な
ど

ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
か
ら
ビ
ー
ト
ル
ズ

な
ど
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
全
盛
時

代
に
な
る
。

一
九
六
六
年
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
来

日
公
演
の
頃
は
、
地
方
の
尖と

が

っ
た

フ
ァ
ン
は
そ
れ
だ
け
で
「
不
良
」

と
見
な
さ
れ
た
か
ら
、
と
て
も
東

京
に
行
け
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。

「
電
気
紙
芝
居
」
と
呼
ば
れ
た
テ

レ
ビ
を
一
番
前
で
眺
め
、
女
の
子

た
ち
の
歓
声
の
向
こ
う
か
ら
聞
こ

え
る
彼
ら
の
演
奏
に
聞
き
入
っ
た

も
の
だ
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
イ
ン
ド
に
傾
倒

し
て
ヒ
ッ
ピ
ー
た
ち
が
世
界
中
に

溢あ
ふ

れ
た
頃
、
東
京
芸
大
の
小
泉
文

夫
教
授
が
ヒ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
で
世
界
の
民
族
音
楽
を
語
る
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
中
の
ウ
ン
チ
ク
、
馬
子
唄
の

話
は
今
で
も
記
憶
に
残
る
。

騎
馬
民
族
が
コ
ー
カ
サ
ス
地
方

か
ら
中
央
ア
ジ
ア
一
帯
を
闊か

っ
ぽ歩
す

る
と
き
は
リ
ズ
ム
を
効
か
せ
、
明

瞭
に
区
切
っ
た
シ
ラ
ブ
ル
調
の
音

楽
。
馬
を
世
話
す
る
と
き
は
、
息

つ
ぎ
い
っ
ぱ
い
旋
律
を
伸
ば
し
て

コ
ブ
シ
を
利
か
せ
た
メ
リ
ス
マ
唱

法
が
特
徴
。
西
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

騎
馬
民
族
音
楽
、
東
で
は
日
本
の

追
分
節
に
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
違
い
が
あ
っ

て
信
州
で
小こ

ろ
も諸
追
分
、
東
北
で
南な
ん

部ぶ

追
分
、
そ
し
て
北
海
道
の
江え
さ
し刺

追
分
が
代
表
的
な
三
大
追
分
と
言

わ
れ
た
。

馬
は
、
戦
の
と
き
は
戦
車
、
平

時
は
自
動
車
、
農
耕
で
は
田
畑
を

耕
す
機
械
代
わ
り
に
な
っ
て
重

宝
。
そ
の
馬
を
世
話
す
る
人
た
ち

が
馬
と
一
緒
に
移
動
す
る
か
ら
メ

ロ
デ
ィ
ー
も
動
き
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

や
そ
の
周
辺
で
は
前
半
が
朗
詠

調
、
後
半
に
激
し
い
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
音
楽
が
続
く
ス
タ
イ
ル
が
残
っ

て
い
る
。

石
井
　
正
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（
い
し
い
・
ま
さ
み
）

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
医

療
戦
略
研
究
所
所
長
・
代
表
理

事
、
ハ
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大

学
院
名
誉
武
見
フ
ェ
ロ
ー
、
東

日
本
国
際
大
学
健
康
社
会
戦
略

研
究
所
所
長
・
客
員
教
授
、
医

療
法
人
社
団
正
風
会
理
事
長

Ｇ
Ｓ
が
全
盛
時
代
に

未曾有の災害となった2011年 3・11の東日本大震災。いわきの浜
通りでも大津波によって家屋の流失、倒壊、さらに多くの人が犠牲と
なった

興
味
が
あ
る
方
は
ド
ッ
プ
ラ
ー

作
曲
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
幻
想
曲
を
聞
か
れ

る
と
、
古
代
の
人
々
の
交
流
の
歴

史
を
実
感
で
き
る
。

小
名
浜
か
ら
マ
エ
ス
ト
ロ
小
林

研
一
郎
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
渡
り
指

揮
者
と
し
て
活
躍
し
、
私
も
小
名

浜
に
生
ま
れ
、
そ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
留
学
し
た
の
は
不
思
議
な
ご
縁

だ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
同
業
で
ウ

チ
と
同
じ
く
共
稼
ぎ
の
イ
エ
ヌ
・

ユ
ー
ロ
ー
ヴ
教
授
が
い
て
、
四
十

年
以
上
の
付
き
合
い
、
国
の
違
う

親
戚
と
言
い
合
っ
て
い
る
。

地
上
世
界
は
関
連
し
つ
つ
、
事

象
が
展
開
し
て
い
る
。


